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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第13期

第２四半期
連結累計期間

第14期
第２四半期
連結累計期間

第13期

会計期間
自平成24年12月１日
至平成25年５月31日

自平成25年12月１日
至平成26年５月31日

自平成24年12月１日
至平成25年11月30日

売上高（千円） 6,166,711 6,333,078 13,543,527

経常利益（千円） 602,257 741,497 1,230,490

四半期(当期)純利益（千円） 343,992 444,900 744,401

四半期包括利益又は包括利益（千円） 387,213 448,590 755,005

純資産額（千円） 11,578,106 11,339,361 10,954,805

総資産額（千円） 34,988,205 39,398,222 37,545,988

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
39.02 49.50 83.87

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
37.66 47.90 80.90

自己資本比率（％） 30.0 28.6 29.0

営業活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
△1,148,618 △1,114,398 △1,433,226

投資活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
△959,431 △499,892 △2,638,660

財務活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
2,077,043 1,497,120 3,854,729

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（千円）
1,860,795 1,557,473 1,674,644

　

回次
第13期

第２四半期
連結会計期間

第14期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成25年３月１日
至平成25年５月31日

自平成26年３月１日
至平成26年５月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 23.56 21.34

　（注）1．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　 ２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　

　　　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

   当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

（１）業績の状況 

　当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動により一部に

弱さが残るものの、政府の経済政策、日本銀行の金融緩和政策の効果を背景に緩やかな景気回復を続けておりま

す。

　当社グループの属する中古マンション業界におきましては、公益財団法人東日本不動産流通機構によると、平

成26年５月度の首都圏中古マンションの成約件数は2,638件（前年同月比14.2％減）と４月に続き減少となって

おります。また、首都圏中古マンションの成約㎡単価は、首都圏平均で41.34万円（前年同月比3.1％上昇、前月

比2.5％下落）、成約平均価格は2,656万円（同3.3％上昇、同1.2％下落）、ともに前年比では上昇しているもの

の、前月比では下落しております。

　このような市場環境の中、当社グループは、基幹事業である中古マンション事業の収益力を引き続き強化し、

販売、リノベーション等の周辺の事業領域にも収益機会の拡大を図ってまいりました。ニッチ市場である賃貸中

の中古マンション物件については、賃料収入が安定的かつ確実な収益源として寄与しております。

　当第２四半期連結累計期間は、販売用不動産等の取得増加に伴い租税公課が増加したものの、着実に保有戸数

の積上げが進んだことから賃料収入が増加したため、売上高、営業利益、経常利益及び四半期純利益は前年同四

半期に比べ増加いたしました。

　この結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高6,333,078千円（前年同四半期

比2.7％増）、営業利益1,030,627千円（同16.7％増）、経常利益741,497千円（同23.1％増）、四半期純利益

444,900千円（同29.3％増）となりました。

　セグメントの概況は、次のとおりであります。

（中古マンション事業）

　中古マンション事業におきましては、良好な市場環境のもとで付加価値の高い物件作りに注力したことから、

売却利益が増加し、さらに、保有物件の増加に伴い安定的な賃貸利益を確保しております。この結果、売上高は

5,723,324千円（同0.7％増）、営業利益は918,176千円（同9.5％増）となりました。

（インベストメント事業）

　インベストメント事業におきましては、収益不動産への継続的な投資により保有不動産が増加したことから、

賃料収入が増加したものの、減価償却費が増加したことから営業利益は減少しました。この結果、売上高は

384,475千円（同28.1％増）、営業利益は73,861千円（同21.7％減）となりました。

（アドバイザリー事業）

　アドバイザリー事業におきましては、外部顧客に対する仲介手数料収入の増加により売上高及び営業利益が増

加しました。この結果、売上高は225,277千円（同21.2％増）、営業利益は内部売上の影響もあり、229,417千円

（同72.8％増）となりました。

 

（２）キャッシュ・フローの状況 

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年

度末に比べ、117,171千円減少し、1,557,473千円となりました。この主な増減は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において営業活動に使用した資金は1,114,398千円（前年同四半期比34,219千円

減）となりました。これは主として、販売用不動産の取得による販売用不動産の増加額1,663,259千円によるも

のであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において投資活動に使用した資金は499,892千円（前年同四半期比459,538千円減）

となりました。これは主として、有形固定資産の取得による支出499,052千円によるものであります。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において財務活動により獲得した資金は1,497,120千円（前年同四半期比579,923千

円減）となりました。これは主として、長期借入れによる収入7,828,520千円、長期借入金の返済による支出

3,961,583千円、短期借入金の純減額2,288,900千円によるものであります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（４）研究開発活動

 　　該当事項はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 21,200,000

計 21,200,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年７月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,000,000 10,000,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ　

（スタンダード）

単元株式数

100株　

計 10,000,000 10,000,000 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成26年７月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

　　　された株式数は含まれておりません。

　

（２）【新株予約権等の状況】

当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。

決議年月日 平成26年３月31日 　　　

新株予約権の数（個）  16,600

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）  16,600（注）１

新株予約権の行使時の払込金額（円）     　 1（注）２

新株予約権の行使期間
自　平成26年４月16日

至　平成56年４月14日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　1,018

資本組入額　　 509

  （注）３

新株予約権の行使の条件  （注）４

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項  （注）５

　（注）１．新株予約権の目的となる株式の数

新株予約権発行の日以降に当社が株式分割又は株式併合を行うときは、株式分割又は株式併合の効力発生の

時をもって次の算式により新株予約権の目的となる株式の数を調整する。ただし、かかる調整は新株予約権

のうち、当該時点で権利行使していない新株予約権の目的となる株式の数についてのみ行われ、調整の結果

１株未満の端数が生じた場合は、これを切り捨てる。

　調整後株式数＝調整前株式数×分割又は併合の比率

また、新株予約権発行の日以降に当社が時価を下回る価額での新株式の発行又は自己株式の処分、合併、会

社分割を行う場合等、新株予約権の目的となる株式の数の変更をすることが適切な場合は、当社は必要と認

める調整を行うものとする。
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２．新株予約権の行使に際して払込みをすべき金額の調整

新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、新株予約権の行使に際して払込みをすべき１株当たり

の金額（以下、「行使価額」という。）金１円に新株予約権１個当たりの目的となる株式の数を乗じた金額

とする。

３．発行価格は、行使時の払込金額１円と新株予約権の付与日における公正な評価額1,017円を合算しておりま

　　す。　

４．新株予約権の行使の条件

①新株予約権の割当てを受けた者は、当社の取締役在任中は新株予約権を行使することができず、取締役の

　地位を喪失した日の翌日から１０日を経過する日までの間に限り新株予約権を行使することができる。

②新株予約権の割当てを受けた者が当社の取締役在任中に死亡した場合又は当社の取締役の地位を喪失した

　日の翌日から１０日を経過する日までの間に死亡した場合は、その者の相続人は、その者が死亡した日の

　翌日から３か月を経過する日までの間に限り、新株予約権を行使することができる。

③新株予約権の割当てを受けた者が当社の取締役を解任された場合には、新株予約権を行使することができ

　ない。

④新株予約権者は、割り当てられた新株予約権の全部を一括してのみ行使することができる。

５．当社が、合併（合併により当社が消滅する場合に限る。）、会社分割、株式交換及び株式移転（以下、総称

して「組織再編行為」という。）をする場合において、組織再編行為の効力発生の直前において残存する新

株予約権（以下、「残存新株予約権」という。）の新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会社法第

２３６条第１項第８号のイからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編対象会社」という。）の新株予約権

を以下の条件に基づきそれぞれ交付することとする。この場合においては、残存新株予約権は消滅し、再編

対象会社は新株予約権を新たに発行するものとする。ただし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予約

権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約又は株式移

転計画において定めた場合に限るものとする。

①交付する再編対象会社の新株予約権の数

　残存新株予約権の新株予約権者が保有する新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付するものとする。

②新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

　再編対象会社の普通株式とする。

③新株予約権の目的となる再編対象会社の株式の数又はその算定方法

　組織再編行為の条件等を勘案のうえ、前記１.に準じて目的となる株式の数につき合理的な調整がなさ

　れた数とする。

④新株予約権の行使に際して出資される財産の価額又はその算定方法

　１株当たりの金額を金１円とし、これに新株予約権１個当たりの目的となる株式の数を乗じて得られる金

　額とする。

⑤新株予約権を行使することができる期間

　表中「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使することができる期間の開始日と組織再編行為

　の効力発生日のうち、いずれか遅い日から、表中「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使す

　ることができる期間の満了日までとする。

⑥新株予約権の行使の条件

　前記４.に準じて決定する。

⑦会社が新株予約権を取得することができる事由及び取得の条件

　定めない。

⑧譲渡による新株予約権の取得の制限

　新株予約権を譲渡により取得するには、再編対象会社の承認を要する。

⑨新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

　新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本金の額は、会社計算規則第１７条第１

　項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、その結果１円未満の端数が生じたとき

　は、これを切り上げた額とする。残額は資本準備金に組み入れるものとする。

⑩新株予約権の行使により発生する端数の切捨ての定め

　新株予約権を行使した新株予約権者に交付する株式の数に１株に満たない端数がある場合は、これを切り

　捨てる。　
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（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　　 該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。 　

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年３月１日～

平成26年５月31日
－ 10,000,000 － 3,573,038 － 3,541,478

　

（６）【大株主の状況】

  平成26年５月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社オフィス扇 東京都港区虎ノ門三丁目18番６号 1,497,000     14.97 

水永　政志 東京都港区 1,280,200     12.80 

重田　康光 東京都港区 901,500    9.02 

田口　弘 東京都渋谷区 900,000    9.00 

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
東京都中央区晴海一丁目８番11号 853,100    8.53 

野村信託銀行株式会社（投信口） 東京都千代田区大手町二丁目２番２号 699,100    6.99 

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区浜松町二丁目11番３号 654,300    6.54 

ロイヤルバンクオブカナダトラスト

カンパニー（ケイマン）リミテツド

（常任代理人：立花証券株式会

社）　

24 SHEDDEN ROAD PO BOX 1586 GEORGE TOWN

GRAND CAYMAN KY1-1110 CAYMAN ISLANDS

（東京都中央区日本橋小網町七丁目２番）

466,000    4.66 

三菱ＵＦＪモルガンスタンレー証券

株式会社
東京都千代田区丸の内二丁目５番２号 127,200    1.27 

ジェーピー モルガン チェース バ

ンク 380084

（常任代理人：株式会社みずほ銀行

決済営業部）　

125 LONDON WALL，LONDON，EC2Y5AJ，

UNITED KINGDOM

（東京都中央区月島四丁目16番13号）　

120,600    1.21 

計 － 7,499,000     74.99 

（注）１.株式会社三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループから、平成26年６月２日付（報告義務発生日平成26年５月26

　　　 　日）に提出された大量保有報告書により以下の株式を保有している旨の報告を受けておりますが、当社として

　　　 　当第２四半期会計期間末時点における実質所有株式数の確認ができませんので、上記の大株主の状況には含め

　　　 　ておりません。

大量保有者 住所 保有株券等の数 株券等保有割合

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

三菱ＵＦＪ投信株式会社

三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー

証券株式会社

国際投信投資顧問株式会社　

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号

東京都千代田区丸の内二丁目５番２号

 

東京都千代田区丸の内三丁目１番１号 

114,300株

15,300株

141,500株　

　

238,000株　

　　　1.14%

0.15%

1.42%

　

2.38%　
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　　　２.三井住友信託銀行株式会社及びその共同保有者から、平成26年６月３日付（報告義務発生日平成26年４月30　

日）に提出された大量保有報告書の変更報告書により以下の株式を保有している旨の報告を受けております

が、当社として当第２四半期会計期間末時点における実質所有株式数の確認ができませんので、上記の大株主

の状況には含めておりません。

大量保有者 住所 保有株券等の数 株券等保有割合

三井住友信託銀行株式会社

日興アセットマネジメント株式会社

Sumitomo Mitsui Trust（Hong Kong）

Limited（三井住友信託（香港）有限

公司）　

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号

東京都港区赤坂九丁目７番１号

Suites 2506-9，AIA Central,1

Connaught Road,Central,Hong Kong

　

346,400株

435,000株

21,400株

　

　

3.46%

4.35%

0.21%

　

　

　　　３.上記のほか、自己株式が1,012,763株あります。

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成26年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  1,012,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,986,700 89,867 －

単元未満株式　 普通株式　　　 600 － －

発行済株式総数 　10,000,000 － －

総株主の議決権 － 89,867 －

　　

　　　②【自己株式等】

 平成26年５月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合

（％）

スター・マイカ株式会社
東京都港区虎ノ門四

丁目３番１号
1,012,700 － 1,012,700 10.12

計 － 1,012,700 － 1,012,700 10.12

　　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年３月１日から平

成26年５月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年12月１日から平成26年５月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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1【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年11月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,674,644 1,557,473

営業未収入金 87,352 52,268

販売用不動産
※1 26,977,712 28,640,972

繰延税金資産 82,222 66,781

その他 251,586 290,819

貸倒引当金 △3,228 △614

流動資産合計 29,070,290 30,607,700

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物
※1 3,151,714 3,474,546

減価償却累計額 △784,162 △947,784

建物及び構築物（純額） 2,367,552 2,526,761

土地
※1 5,647,007 5,766,307

その他
※1 85,599 103,821

減価償却累計額 △28,440 △31,026

その他（純額） 57,159 72,795

有形固定資産合計 8,071,718 8,365,865

無形固定資産 11,426 9,887

投資その他の資産

繰延税金資産 64,681 68,330

その他 327,870 346,438

投資その他の資産合計 392,552 414,768

固定資産合計 8,475,698 8,790,521

資産合計 37,545,988 39,398,222
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年11月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年５月31日)

負債の部

流動負債

営業未払金 267,125 233,195

短期借入金 2,514,300 225,400

1年内返済予定の長期借入金 2,665,576 4,058,457

未払法人税等 348,330 275,035

その他 740,506 740,407

流動負債合計 6,535,839 5,532,495

固定負債

長期借入金 19,887,004 22,361,060

その他 168,339 165,305

固定負債合計 20,055,343 22,526,365

負債合計 26,591,183 28,058,860

純資産の部

株主資本

資本金 3,573,038 3,573,038

資本剰余金 3,552,559 3,552,559

利益剰余金 4,394,582 4,758,598

自己株式 △588,924 △588,954

株主資本合計 10,931,257 11,295,241

その他の包括利益累計額

繰延ヘッジ損益 △27,285 △23,595

その他の包括利益累計額合計 △27,285 △23,595

新株予約権 50,833 67,715

純資産合計 10,954,805 11,339,361

負債純資産合計 37,545,988 39,398,222
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年12月１日
　至　平成25年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年12月１日
　至　平成26年５月31日)

売上高 6,166,711 6,333,078

売上原価
※1 4,588,349 4,570,974

売上総利益 1,578,361 1,762,104

販売費及び一般管理費
※2 695,409 ※2 731,476

営業利益 882,951 1,030,627

営業外収益

受取利息 343 185

受取補償金 － 17,269

その他 1,071 1,249

営業外収益合計 1,415 18,704

営業外費用

支払利息 224,334 257,623

支払手数料 57,774 50,209

その他 0 0

営業外費用合計 282,109 307,833

経常利益 602,257 741,497

税金等調整前四半期純利益 602,257 741,497

法人税、住民税及び事業税 234,283 286,846

法人税等調整額 △15,167 9,750

法人税等合計 219,116 296,596

少数株主損益調整前四半期純利益 383,141 444,900

少数株主利益 39,148 －

四半期純利益 343,992 444,900
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年12月１日
　至　平成25年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年12月１日
　至　平成26年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 383,141 444,900

その他の包括利益

繰延ヘッジ損益 4,072 3,689

その他の包括利益合計 4,072 3,689

四半期包括利益 387,213 448,590

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 348,064 448,590

少数株主に係る四半期包括利益 39,148 －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年12月１日
　至　平成25年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年12月１日
　至　平成26年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 602,257 741,497

減価償却費 94,379 170,366

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,708 △2,613

受取利息 △343 △185

支払利息 224,334 257,623

営業債権の増減額（△は増加） △6,890 30,127

販売用不動産の増減額（△は増加） △1,687,168 △1,663,259

営業債務の増減額（△は減少） △1,546 5,689

その他 23,859 △36,143

小計 △752,827 △496,898

利息の受取額 348 185

利息の支払額 △225,869 △258,638

法人税等の支払額 △170,268 △359,047

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,148,618 △1,114,398

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △954,669 △499,052

無形固定資産の取得による支出 △4,761 △840

投資活動によるキャッシュ・フロー △959,431 △499,892

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,236,240 △2,288,900

長期借入れによる収入 7,405,700 7,828,520

長期借入金の返済による支出 △4,039,363 △3,961,583

自己株式の取得による支出 △4,715 △30

自己株式の処分による収入 31,676 －

配当金の支払額 △52,818 △80,885

少数株主への配当金の支払額 △27,195 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,077,043 1,497,120

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △31,005 △117,171

現金及び現金同等物の期首残高 1,891,801 1,674,644

現金及び現金同等物の四半期末残高
※1 1,860,795 ※1 1,557,473
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【注記事項】

（追加情報）

（法人税率の変更等による影響）

　「所得税法等の一部を改正する法律」（平成26年法律第10号）が平成26年３月31日に公布され、平成26年

４月１日以後に開始する連結会計年度から復興特別法人税が課されないこととなりました。これに伴い、繰

延税金資産の計算に使用する法定実効税率は、平成26年12月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれ

る一時差異については、従来の38.01％から35.64％となりました。

　この税率変更による影響額は軽微であります。　

　

（四半期連結貸借対照表関係）

　

※１．販売用不動産に振り替えたものは次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成25年11月30日）
当第２四半期連結会計期間
（平成26年５月31日）

建物及び構築物 37,569千円 －千円

土地 184,034 －

その他 209 －

 

（四半期連結損益計算書関係）

　

※１.売上原価に含まれるたな卸資産の収益性の低下による簿価切り下げ額は次のとおりであります。

前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年12月１日
至 平成25年５月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年12月１日
至 平成26年５月31日）

3,274千円 －千円

 

※２.販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年12月１日
至 平成25年５月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年12月１日
至 平成26年５月31日）

役員報酬 78,600千円 75,600千円

給与及び賞与 190,419 222,530

租税公課 165,166 183,550

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年12月１日
至 平成25年５月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年12月１日
至 平成26年５月31日）

現金及び預金勘定 1,860,795千円 1,557,473千円

現金及び現金同等物 1,860,795 1,557,473
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年12月１日　至　平成25年５月31日）

１．配当に関する事項

(１) 配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日  配当の原資

平成25年１月11日

取締役会        
普通株式 52,818　 600 平成24年11月30日 平成25年２月27日  利益剰余金

（注）平成24年12月１日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を実施しております。なお、１株当たり配当額

については、当該株式分割前の金額を記載しております。

　      (２) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間　　　

　　　　　　　末後となるもの

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日  配当の原資

平成25年６月28日

取締役会        
普通株式 53,179　 6 平成25年５月31日 平成25年８月５日  利益剰余金

（注）平成24年12月１日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を実施しております。

　

　　　　２．株主資本の金額の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年12月１日　至　平成26年５月31日）

１．配当に関する事項

(１) 配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日  配当の原資

平成26年１月10日

取締役会        
普通株式 80,885　 9 平成25年11月30日 平成26年２月24日  利益剰余金

　

　      (２) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間　　　

　　　　　　　末後となるもの

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日  配当の原資

平成26年６月30日

取締役会        
普通株式 71,897　 8 平成26年５月31日 平成26年８月４日  利益剰余金

　

　　　　２．株主資本の金額の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成24年12月１日 至平成25年５月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 
中古マン
ション事業

 インベスト

メント事業

アドバイザ
リー事業

合計
調整額

（注）１　

四半期連結損
益計算書計上

額
（注）２　

売上高 　 　 　 　 　 　

　
外部顧客への売上

高　
5,680,828 300,076 185,806 6,166,711 － 6,166,711

　
セグメント間の内部

売上高又は振替高　
－ － 153,514 153,514 △153,514 －

計　 5,680,828 300,076 339,320 6,320,225 △153,514 6,166,711

セグメント利益 838,369 94,342 132,740 1,065,452 △182,500 882,951

（注）１．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない販売費及び一般管理費の全社費

用であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成25年12月１日 至平成26年５月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 
中古マン
ション事業

 インベスト

メント事業

アドバイザ
リー事業

合計
調整額

（注）１　

四半期連結損
益計算書計上

額
（注）２　

売上高 　 　 　 　 　 　

　
外部顧客への売上

高　
5,723,324 384,475 225,277 6,333,078 － 6,333,078

　
セグメント間の内部

売上高又は振替高　
－ － 166,572 166,572 △166,572 －

計　 5,723,324 384,475 391,850 6,499,650 △166,572 6,333,078

セグメント利益 918,176 73,861 229,417 1,221,455 △190,828 1,030,627

（注）１．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない販売費及び一般管理費の全社費

用であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年12月１日
至　平成25年５月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年12月１日
至　平成26年５月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 39円2銭 49円50銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 343,992 444,900

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 343,992 444,900

普通株式の期中平均株式数（株） 8,816,430 8,987,247

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 37円66銭 47円90銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 317,494 301,655

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

　

　

２【その他】

平成26年６月30日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………71,897千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………８円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成26年８月４日

（注）  平成26年５月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年７月９日　

スター・マイカ株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士 若原　文安　　印　　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 橋本　裕昭　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているスター・マイカ

株式会社の平成25年12月１日から平成26年11月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年３月１日か

ら平成26年５月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年12月１日から平成26年５月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、スター・マイカ株式会社及び連結子会社の平成26年５月31日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

　　　　　　　期報告書提出会社）が別途保管しております。

 　　　　 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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